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　光回線は、いつ ・どうなる？
濵田町長

地場産業には
頑張って
もらいたい

　

３
月
定
例
会
を
12
日
か
ら
開
催
。
平
成
25
年
度
当
初
予
算
な
ど
37
議
案
を
慎
重
に
審

議
し
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
（
仮
称
）
町
民
会
館
整
備
事
業
・
超
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
基
盤
整
備
事
業
、
ま
た

小
学
校
就
学
前
ま
で
の
対
象
だ
っ
た
も
の
を
、
中
学
校
３
年
生
ま
で
延
長
す
る
子
ど
も

医
療
費
を
助
成
す
る
経
費
な
ど
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
民
に
と
っ
て
大
切
な
25
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算
な
ど
に
対
し
、
活
発

な
質
疑
を
行
い
21
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　町民の皆様が物心ともに豊かで、健康
そして安心と幸せを実感し、温もりと活
力ある町づくりを基本方針とし、依然と
して厳しい財政運営を強いられる状況の
中、国の景気対策に配意しながら、離島
振興法をはじめ国・県の補助制度等や有
利な町債を活用するなど、限られた財源
で最大の事業効果を発揮するよう、町の
発展・活性化を推進することを基本とし
た予算編成としました。

予
算
大
綱

光
回
線
は
い
つ
で
き
る

Q
（
井
下
）
超
高
速
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
基
盤

整
備
の
経
費
が
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
光
回
線
を
待
ち
望

ん
で
い
る
住
民
も
い
る
。
い

つ
頃
の
ス
タ
ー
ト
に
な
る�

主
な
質
疑

の
か
。

A
（
総
務
課
長
）
今
年

の
８
月
か
ら
募
集
を

し
て
、
11
月
に
ス
タ
ー
ト
す

る
予
定
。

レ
フ
ァ
シ
ー
ド
直
島
の

増
床
は　
　
　
　
　
　

Q
（
井
下
）レ
フ
ァ
シ
ー

ド
直
島
の
増
床
は
16

床
だ
と
思
う
が
、
直
島
の
住

民
は
入
れ
る
の
か
。

A
（
町
長
）
待
機
者
が

40
数
人
い
る
が
、
町

民
を
優
先
し
て
い
る
。

地
震
の
被
害
想
定
は

Q
（
中
野
）
新
聞
に
よ

る
と
南
海
地
震
等
が

発
生
す
る
と
被
害
額
は

２
２
０
兆
円
と
あ
る
。
県
内

の
被
害
想
定
は
。

A
（
町
長
）
国
が
発
表

し
た
が
、
県
か
ら
町

に
書
類
は
き
て
い
る
。
十
分

検
討
し
、
報
告
す
る
。

後
継
者
づ
く
り
は

Q
（
井
下
）
各
種
団
体

は
後
継
者
が
少
な
い

の
で
、
対
策
を
協
議
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

A
（
町
長
）
地
場
産
業

は
重
要
だ
。
十
分
、

協
議
し
た
い
。

太
陽
光
発
電
の　
　

　
　
　

ア
ピ
ー
ル
を

Q
（
小
野
）
太
陽
光
発

電
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

た
め
、
屋
外
用
パ
ネ
ル
を
設

置
し
て
は
ど
う
か
。

A
（
町
長
）
施
設
内
部

に
あ
る
の
で
外
部
に

は
必
要
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

釣
公
園
の
民
間
委
託
は

Q
（
井
下
）
釣
公
園
の

民
間
委
託
問
題
を
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
っ

て
、
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

A
（
町
長
）
ま
ち
づ
く

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
で
検
討
さ
せ
た
い
。

さ
ら
な
る
住
宅
整
備
は

Q
（
浜
口
）
さ
ら
な
る

住
宅
整
備
を
提
案
し

た
い
と
の
こ
と
だ
が
。

A
（
町
長
）
横
防
の
更

地
に
な
っ
た
土
地
を

購
入
し
た
。
単
身
者
用
８
戸

を
考
え
て
い
る
。

町
民
専
用
小
型
バ
ス
の

デ
マ
ン
ド
方
式
は　
　

Q
（
丸
山
）
町
民
専
用

小
型
バ
ス
を
運
行
し

て
３
年
に
な
る
。

　

デ
マ
ン
ド
方
式
の
検
討
は
。

A
（
町
長
）
希
望
が
あ

れ
ば
出
向
く
方
式
で

は
タ
ク
シ
ー
と
同
じ
。
老
人

会
な
ど
と
協
議
し
、
十
分
検

討
す
る
。

購入した横防土地

頑張っている地場産業

予算編成の基本方針
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　光回線は、いつ ・どうなる？
平成25年度　一般会計予算　40億1,700万円

一般会計款別構成表

歳出（％）歳入（％）

予備費 0.2
議会費 1.4

町税 16.3

地方譲与税
0.2

利子割
交付金 0.1
地方消費税
交付金 1.0

自動車取得税
交付金 0.1地方交付税

16.4

分担金及び
負担金 0.6

国庫支出金 3.7

使用料及び
手数料 1.9

県支出金 17.1

財産収入
0.1

繰越金
0.5

町債 23.6
（借金） 総務費

27.5

民生費
10.1

衛生費
14.0

農林水産業費
26.9

商工費
2.0

消防費
1.6

教育費
5.1

諸支出金 0.2

公債費 3.8

土木費
7.2

諸収入
12.7

繰入金
5.7

地 方 交 付 税　�財政力が弱い自治体でも、福祉や
教育などの基本的な行政サービス
ができるよう国が配分するお金

国・県支出金　�国や県から入ってくる使い道が決
まっているお金

町　　　　　債　町の借金

公　　債　　費　町債の返済をするお金

分担金・負担金　�特定の事業を行う時にその経費に
充てるために、その事業により利
益を受ける人に負担してもらうお
金

用　語　の　説　明 平成2 5年度予算総括表

会　　計 予算規模 対前年度比
（％）

一 般 会 計 40億1,734万円 36.1

特　

別　

会　

計

国民健康保険事業 4億7,228万円 △2.6
介 護 保 険 事 業 3億1,660万円 5.0
診 療 所 事 業 2億4,946万円 △0.2
後期高齢者医療事業 5,512万円 3.5
離島飲料水供給事業 319万円 △6.8
下 水 道 事 業 3億9,191万円 91.8
釣 公 園 事 業 1,821万円 6.8

小　　計 15億678万円 14.6
簡 易 下 水 道 事 業 7億5,761万円 △22.2

合　　計 62億8,173万円 19.9
簡易水道予定量　給水戸数　1,720戸
　　　　　　　　一日平均給水量　5,144㎥
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中学生まで
　　医療費助成

平成25年度予算

（主な質疑）

一
般
会
計

一
般
会
計

特
別
会
計

航
空
写
真
の
利
用
は

Q
（
浜
口
）
航
空
写
真

の
具
体
的
な
利
用
方

法
は
。

A
（
税
務
課
長
）
建
物

の
新
・
増
築
、
地
目

の
変
更
等
の
確
認
に
利
用
す

る
。町

民
会
館
の
設
計
は

Q
（
石
川
）
町
民
会
館

の
設
計
は
、
香
川
県

の
条
例
に
あ
る
適
合
証
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
、
検
討
し

て
い
る
か
。

A
（
町
長
）
設
計
の
段

階
で
、
香
川
県
の
整

備
基
準
に
合
致
さ
せ
る
よ
う

に
し
、
適
合
証
が
受
理
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
。

町
民
専
用
バ
ス
の
代
車
は

Q
（
小
林
）
町
民
専
用

バ
ス
の
代
車
は
、
利

用
者
の
乗
降
し
や
す
い
車
種

に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
（
総
務
課
長
）
現
在

の
代
車
で
は
不
便
な

の
で
、
今
後
は
そ
の
よ
う
に

賛
成
（
井
下
）

　

町
民
会
館
の
建
設
、
超
高

速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
基
盤
整

備
な
ど
新
規
事
業
が
多
く
、

積
極
的
な
予
算
と
な
っ
て
い

る
。

　

事
業
の
ス
ム
ー
ズ
な
運
用

と
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
の
盛

大
な
実
施
、
町
民
が
安
心
安

全
に
暮
ら
せ
る
行
政
執
行
が

で
き
る
よ
う
要
望
す
る
。

診
療
所
事
業

賛
成
（
丸
山
）

　

診
療
収
入
が
減
り
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
が
１
億

円
を
超
え
て
い
る
。

　

よ
い
医
師
が
２
人
に
な
る

の
で
、
島
外
で
診
療
を
受
け

て
い
る
患
者
を
取
り
戻
す
努

力
を
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

釣
公
園
事
業

賛
成
（
井
下
）

　

増
額
予
算
で
計
上
さ
れ
て

お
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、

積
極
的
な
情
報
発
進
を
し
、

集
客
に
努
め
て
も
ら
う
こ
と

を
要
望
す
る
。

し
た
い
。

耐
震
調
査
の
内
容
は

Q
（
井
下
）
非
構
造
部

材
等
耐
震
調
査
の
内

容
は
。

A
（
教
育
次
長
）
東
日

本
大
震
災
で
、
天
井

や
窓
ガ
ラ
ス
の
落
下
に
よ
り

多
数
の
人
が
被
害
を
受
け
た

の
で
、
そ
れ
ら
の
落
下
防
止

対
策
の
調
査
で
あ
る
。

敬
老
会
の
内
容
は

Q
（
大
谷
）
敬
老
会
演

芸
演
出
業
務
費
の
内

容
は
。

A
（
住
民
福
祉
課
長
）

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭

の
開
催
年
に
は
、
催
し
物
を

行
う
の
で
、
そ
の
た
め
の
経

費
で
あ
る
。

工
事
の
内
容
は

Q
（
小
野
）「
海
の
駅
」

の
工
事
内
容
は
。

A
（
建
設
経
済
課
長
）

24
年
度
か
ら
の
継
続

で
、
天
井
等
の
塗
装
を
年
次

計
画
で
行
っ
て
い
る
。

　
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
大
事
業
と
し
て
創
設

さ
れ
、
小
学
校
１
年
生
か
ら
中
学
校
３
年
生
ま
で
の
子

ど
も
の
医
療
費
を
助
成
す
る
も
の
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
条
例
制
定

（仮称）町民会館完成予想図

討
　
論
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費用対効果を
� 重視した事業を　　（監査報告）

改修前の中学校体育館トイレ

平
成
24
年
度
補
正
予
算

一
般
会
計

　

歳
入
・
歳
出
予
算
の
総
額

に
そ
れ
ぞ
れ
４
億
７
、３
６

６
万
円
を
追
加
し
、34
億
６
、

２
４
６
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

◎
歳
入
の
主
な
も
の

◦
町
民
税

�
２
、９
８
６
万
円
追
加

◦
固
定
資
産
税

�

１
、５
２
５
万
円
追
加

◦
地
方
交
付
税

�

２
億
６
、４
８
８
万
円
追
加

◦
国
庫
負
担
金

�

２
２
１
万
円
減
額

◦
国
庫
補
助
金

�

１
、３
１
１
万
円
追
加

◦
県
負
担
金

�

３
０
８
万
円
減
額

◦
県
補
助
金

�

３
９
９
万
円
減
額

◦
繰
越
金

�

１
億
２
、９
６
９
万
円
追
加

◎
歳
出
の
主
な
も
の

◦
財
政
調
整
基
金
積
立
金

�

４
億
８
、５
８
９
万
円
追
加

◦�

水
産
業
振
興
費　

負
担
金

補
助
及
び
交
付
金
等

�

１
、０
７
８
万
円
減
額

◦
教
育
振
興
費　

積
立
金
等

�

２
、０
２
２
万
円
追
加

◦�

学
校
管
理
費　

中
学
校
体

育
館
ト
イ
レ
改
修
等

�

１
、６
５
５
万
円
追
加

介
護
保
険
事
業

　　

歳
入
・
歳
出
予
算
の
総
額

に
そ
れ
ぞ
れ
１
、８
７
１
万

円
を
追
加
し
、３
億
２
、０
１

３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

◎
歳
入
の
主
な
も
の

◦�
第
１
号
被
保
険
者
保
険
料

等 特
別
会
計

�

２
３
３
万
円
追
加

◦�

介
護
給
付
費
国
庫
負
担
金

�

２
４
５
万
円
追
加

◦�

前
年
度
繰
越
金

�

４
１
８
万
円
追
加

◎
歳
出
の
主
な
も
の

◦�

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
給

付
費　

負
担
金
補
助
及
び

交
付
金

�

６
１
４
万
円
追
加

◦�

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
給

付
費　

負
担
金
補
助
及
び

交
付
金

�

７
６
５
万
円
追
加

◦�

一
般
会
計
繰
出
金

�

２
３
２
万
円
追
加

　
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

�

効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
　

�

監
査
委
員　

岡
田　

英
機

�

小
野　

孝
一

　

本
年
度
の
財
政
事
情
は
、
税
収
等
で
企
業
収
益
の
持
ち

直
し
な
ど
で
、
地
方
税
収
入
等
の
一
定
程
度
回
復
が
見
込

ま
れ
る
。
し
か
し
、
社
会
保
障
関
係
費
の
自
然
増
、
診
療

所
会
計
、
下
水
道
会
計
へ
の
繰
出
金
が
多
額
で
、
楽
観
視

で
き
な
い
財
政
状
況
で
あ
る
。

　

事
務
事
業
や
経
費
の
節
減
・
合
理
化
、
公
共
事
業
の
長

期
的
な
計
画
の
再
検
討
な
ど
、
計
画
性
と
費
用
対
効
果
を

重
視
し
た
事
業
を
実
施
す
る
よ
う
願
い
た
い
。

　

各
種
事
業
の
実
施
で
は
、
激
変
す
る
政
局
や
経
済
情
勢

に
留
意
し
つ
つ
、
財
源
と
し
て
の
税
、
ま
た
滞
納
に
対
し

て
は
、
よ
り
一
層
、
取
り
組
み
の
強
化
を
望
む
。

　
滞
納
整
理
に
つ
い
て

�

最
大
の
課
題
と
位
置
づ
け
て
　

　

国
保
会
計
で
は
、
改
善
策
と
し
て
、
特
定
健
診
・
特
定

保
健
事
業
を
充
実
し
、
医
療
費
の
抑
制
に
努
め
、
国
保
税

の
滞
納
整
理
に
つ
い
て
は
、
最
大
の
課
題
と
位
置
づ
け
て

取
り
組
み
を
強
化
し
、
一
層
の
努
力
を
望
む
。

　
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
経
営
を

　

診
療
所
会
計
は
、
一
般
会
計
か
ら
多
額
の
繰
り
入
れ
を

し
て
お
り
、
こ
の
繰
り
入
れ
を
い
か
に
少
な
く
す
る
か
が

最
大
の
課
題
で
あ
る
。
関
係
者
一
同
の
創
意
工
夫
を
凝
ら

し
た
経
営
を
望
む
。

　
水
の
安
定
供
給
に
向
け
て
努
力
を

　

簡
易
水
道
会
計
で
は
、
計
画
的
に
積
立
金
の
活
用
を
図

り
、
平
成
28
年
度
ま
で
実
施
予
定
の
、
簡
易
水
道
基
幹
改

良
事
業
を
確
実
に
実
施
し
、
水
の
安
定
供
給
に
向
け
て
努

力
を
願
う
。

監
査
報
告
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◦１月１日　NHKの全国放送番組「ゆく年くる
年」で直島の護王神社ほかで生中継がありま
した。
◦１月29日～30日　ISO14001の定期審査が実施
され、トップインタビューを受けました。定
期審査・更新審査は本年度をもって中止し、
平成25年度からは自己宣言に移行します。
◦２月１日　猟友会に依頼し、風戸山でイノシ
シ１頭を仕留めました。
◦２月22日　瀬戸・高松広域定住自立圏講演会
及び座談会が開催され、副町長他が出席しま
した。
◦２月28日　県警本部の刑事部捜査一課長他が
来庁し南海地震に対する警察の取り組みと町
との連携の説明を受けました。

（追加報告）
◦３月20日から瀬戸内国際芸術祭2013が始まり
ます。直島町では、朝早くから訪れる観光客
の皆様に記念品を配り、「直島春祭」では、ボ
ンドガールコンテスト、「みこし」の練り歩き、
演芸会などが行われます。
◦県では PM2.5のデータを１時間ごとに取って
おり、数値が上がれば町に周知があるので、
その時は町民のみなさまにもお知らせします。

定
期
審
査
か
ら
自
己
宣
言
へ

Q
（
井
下
）
Ｉ
Ｓ
Ｏ

１
４
０
０
１
の
定
期

審
査
を
今
年
度
で
打
ち
切
る

と
の
こ
と
だ
が
直
島
は
「
環

境
の
ま
ち
」。

　

来
年
度
以
降
も
今
ま
で
以

上
の
活
動
を
す
べ
き
と
思
う

が
。A

（
町
長
）
環
境
は
、

ま
ち
づ
く
り
の
大
き

な
テ
ー
マ
だ
。
後
退
し
な
い

で
懸
命
に
や
り
た
い
。

「ゆく年くる年」が
　　生中継 濵田町長

みんなで
芸術祭を
盛り上げよう

町長報告

（主なもの）主
な
質
疑

に
デ
ー
タ
を
流
し
て
く
れ
て

い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
直
島

に
は
そ
の
測
定
器
は
な
い
の

か
。
な
け
れ
ば
設
置
す
る
気

は
あ
る
の
か
。

A
（
町
長
）
で
き
る
だ

け
情
報
を
集
め
て
、

必
要
が
あ
れ
ば
設
置
も
考
え

る
。離

島
の
被
害
報
道
を

Q
（
中
野
）
県
か
ら
災

害
時
の
離
島
と
の
連

携
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た

そ
う
だ
が
、
３
・
11
東
日
本

大
震
災
の
時
、
離
島
の
被
害

状
況
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
報

道
が
な
か
っ
た
が
。

A
（
町
長
）災
害
が
あ
っ

た
と
き
、
離
島
が
一

番
後
回
し
に
さ
れ
、
た
い
へ

ん
困
る
こ
と
に
な
る
。
国
か

ら
調
査
に
来
た
と
き
に
も
苦

情
を
申
し
上
げ
た
。
今
後
、

県
警
と
は
連
携
を
密
に
し
て

い
き
た
い
。

Ｅ
Ｓ
Ｄ
と
は

Q
（
丸
山
）
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に

関
す
る
ユ
ネ
ス
コ
世

界
会
議
岡
山
支
援
実
行
委
員

会
設
立
総
会
に
つ
い
て
説
明

願
い
た
い
。

A
（
副
町
長
）
２
０
１

４
年
に
予
定
さ
れ
て

い
る
最
終
年
会
議
の
関
連
会

議
が
岡
山
で
開
催
さ
れ
る
。

ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
る
か

を
協
議
す
る
会
議
だ
。
参
加

者
の
視
察
地
の
候
補
と
し

て
、
小
豆
島
や
直
島
な
ど
が

考
え
ら
れ
て
い
る
。

町内を練り歩く「みこし」

ヌ
ー
ト
リ
ア
を
発
見

Q
（
井
下
）
中
奥
の
池

付
近
で
ヌ
ー
ト
リ
ア

を
発
見
し
た
と
の
こ
と
だ

が
、
繁
殖
が
旺
盛
で
農
作
物

へ
の
被
害
も
大
き
い
と
い

う
。
で
き
る
だ
け
早
い
対
策

が
必
要
と
思
う
が
。

A
（
町
長
）
ま
だ
報
告

は
受
け
て
い
な
い
。

早
急
に
調
査
を
し
て
み
る
。

広
域
定
住
自
立
圏
の
活
用
を

Q
（
井
下
）
瀬
戸
・
高

松
広
域
定
住
自
立
圏

の
３
市
５
町
代
表
の
座
談
会

が
あ
っ
た
。
こ
の
組
織
を
有

効
に
活
用
す
べ
き
だ
と
思
う

が
。A

（
町
長
）
海
上
距
離

が
離
れ
て
い
る
と
連

携
が
難
し
い
面
が
あ
る
。
現

在
は
移
動
図
書
館
や
救
急

艇
、
ス
ポ
ー
ツ
ト
ッ
プ
チ
ー

ム
の
試
合
観
戦
な
ど
の
連
携

ぐ
ら
い
だ
が
、
せ
っ
か
く
の

組
織
な
の
で
大
い
に
活
用
し

た
い
。

Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
情
報
を

Q
（
井
下
）
追
加
報
告

の
中
で
、
Ｐ
Ｍ
２
・

５
に
つ
い
て
県
が
１
時
間
毎
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岡教育長

子どもの
安全管理は
重要だ

教育長報告

女文楽海外公演を
ビデオに

◦12月８日　学校外活動としての直島女文楽子ども座の練
習が初めて東部公民館で行われ、６人の児童が参加し、
指導を受けました。
◦12月11日　直島幼児学園でもちつき大会が実施され、シ
ルバーカルチャー教室、小・中学校１年生も参加して交
流が行われました。
◦12月16日　Naoshima�Egg ガイド活動をメンバー・ス
タッフ11人参加の下、南寺ポケットパークで外国人に家
プロジェクト等について英語で紹介しました。
◦１月４日　成人式式典が開催され、30人の新成人が誕生
しました。
◦１月20日　第16回 OHK杯香川県小学生バレーボール新
人大会高松西ブロック予選が開催され、直島ジュニアバ
レーボールクラブが優勝しました。
◦２月９日～13日　日・ASEAN友好協力40周年記念行事
がマニラ市で開催され、直島女文楽と参加しました。記
念行事のオープニングでの公演をはじめ、フィリピン大
学、国立文化センター等において「団子売り」他の演目
を上演しました。
◦２月27日　直島幼児学園で学校支援ボランティアの指
導による「ひなまつりお茶会」が開催され、これに
Naoshima�Egg や ALTトーマス先生らとともに参加し
ました。

（主なもの）

主
な
質
疑

不
審
者
対
策
を

Q
（
小
野
）昨
年
９
月
、

東
京
に
住
む
大
学
生

が
、
広
島
で
小
学
生
を
誘
拐

し
連
れ
ま
わ
し
た
と
い
う
事

件
が
あ
っ
た
。
直
島
に
も
島

外
か
ら
た
く
さ
ん
人
が
入
っ

て
来
る
。
こ
の
よ
う
な
事
件

の
可
能
性
は
ゼ
ロ
で
は
な

い
。
幼
・
小
・
中
連
絡
会
な

ど
で
対
策
を
協
議
し
て
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
に
周
知
す
る
必
要
が�

フィリピンの学生たちと共演

記者会見の模様

女
文
楽
の
海
外
公
演
を

ビ
デ
オ
で
保
存　
　
　

Q
（
井
下
）
女
文
楽
の

フ
ィ
リ
ピ
ン
海
外
公

演
は
非
常
に
好
評
だ
。
写
真

と
併
せ
て
ビ
デ
オ
映
像
は
あ

る
の
か
。
長
い
歴
史
の
な
か

で
ぜ
ひ
残
し
て
い
く
べ
き
と

考
え
る
。

A
（
教
育
長
）
座
員
が

過
密
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
な
か
、
役
割
分
担
し
て
写

真
と
と
も
に
ビ
デ
オ
も
撮
影

し
て
い
る
の
で
保
存
で
き
る
。

あ
る
。

A
（
教
育
長
）
島
の
内

外
を
問
わ
ず
子
ど
も

た
ち
の
安
全
管
理
は
重
要

だ
。
そ
の
時
々
の
状
況
に
よ

り
対
策
を
行
っ
て
い
る
。
こ

の
時
期
で
あ
れ
ば
、
人
も
車

も
増
え
る
の
で
交
通
安
全
対

策
、
年
度
の
途
中
で
は
不
審

者
対
策
、
後
半
で
は
津
波
に

対
す
る
避
難
訓
練
な
ど
具
体

的
行
動
に
つ
い
て
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
だ
。
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町長どう考えますか
一 般 質 問

大谷�智子�議員
〔町長〕検討いただくことは大変結構だ

「葬送を考える会」の設立を

　葬儀は最近まで自宅で行われていた。しかし、高齢化が進み自
宅での葬儀は困難になった。
　このような状況の中、島外での葬儀が増えている。生協・民宿・
花屋など大きな影響があると思う。「町政の展望」の中で葬祭場
については、各地区の公民館、集会場を無料で開放する、と記載
され、多くの住民はありがたい、と受け止めている。
　直島では各地区ごとの葬儀の仕方もあり、自宅葬や寺院での葬
儀、その他の宗教葬もある。
　町長はじめ各地区の代表・生協・商工会・花屋・民宿など、そ
れぞれ立場の違う人が集まり、葬儀をどのようにしていくかを考
える会を設立したいと思うが。

A （町長）現在葬儀に関わっている人が「考える会」を作っ
て、検討していただくことは大変結構なことだ。いい答

申を町に出してほしい。

福祉センターに葬儀の相談窓口を
　葬儀を社会福祉行政の一環として位置づけ、福祉センターに相
談窓口を開設し、死亡届や火葬許可証、埋葬許可証の手続きなど
も行えば隣組の負担が軽減され、住民は助かるが。

A （町長）隣組の人の仕事を、センターが肩代わりするの
には、現在の職員数では無理がある。

過去９年間の葬儀状況

平 成 死亡数 島内葬儀 島外葬儀

16 34 32 2

17 31 26 5

18 35 30 5

19 52 44 8

20 47 39 8

21 58 46 12

22 47 41 6

23 45 32 13

24 33 23 10

答　
弁

そ
の
後

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
以
前
、
議
員
が
一
般
質
問
や

委
員
会
な
ど
で
質
問
し
た
問
題
が
、
そ
の
後
、
ど

う
な
っ
て
い
る
か
追
跡
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

歩
行
中
禁
煙
に
は
？

　
本
村
・
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
あ
た
り
を
「
歩
行
中
禁
煙
」

に
で
き
な
い
か
。�

（
丸
山
議
員
）

�

平
成
22
年
９
月
議
会　
町
長
事
務
報
告
で

禁
煙
区
域
を
作
る
の
は
条
例
を
作
れ

ば
で
き
る
が
、
す
ぐ
に
は
無
理
だ
。

直
島
町
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

条
例
制
定�

平
成
25
年
３
月
１
日
施
行

　

空
き
缶
類
お
よ
び
吸
い
殻
等
は
、
こ
れ
を
持
ち
帰
り
、

ま
た
は
回
収
容
器
・
吸
い
殻
入
れ
等
に
収
納
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
何
人
も
み
だ
り
に
空
き
缶
類
お
よ
び
吸
い
殻

等
を
公
共
の
場
所
等
に
捨
て
て
は
な
ら
な
い
。

　
皆
で
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を

�

守
り
ま
し
ょ
う
　

無料で利用できる西部公民館
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総 務・文 教経 済・民 生

中野�善正�委員長濵口�敏夫�副委員長
〔
総
務
課
〕

出
会
い
隊
に
集
ま
れ

○�

12
月
８
・
９
日
、
直
島
出

会
い
隊
「
ク
リ
ス
マ
ス

パ
ー
テ
ィ
ー
２
０
１
２
in

直
島
」
が
、
ふ
る
さ
と
海

の
家
つ
つ
じ
荘
で
開
か
れ

た
。

　

�　

参
加
者
は
男
性
15
人
、

女
性
13
人
。

　

�　

カ
ッ
プ
ル
成
立
は
、
ベ

ス
ト
ワ
ン
４
組
、
ベ
ス
ト

〔
環
境
水
道
課
〕

○�

簡
易
水
道
事
業

�

（
３
月
か
ら
12
月
ま
で
）

・
１
日
平
均
受
水
状
況

�

４
、５
１
２
㎥

・�

風
戸
山
配
水
池
更
新
工
事

は
、
現
在
旧
配
水
池
の
解

体
撤
去
を
終
え
、
進
入
路

の
側
溝
新
設
と
舗
装
を
残

す
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

○
下
水
道
事
業

�

（
12
月
末
現
在
）

・
接
続
戸
数�

１
、３
５
３
戸

�

（
２
月
１
日
現
在
）

・
水
洗
化
率�

95
・
59
％

ス
リ
ー
２
組
。

　

�　

翌
日
は
男
女
の
グ
ル
ー

プ
で
ア
ー
ト
鑑
賞
し
た
。

Ｉ
Ｓ
Ｏ
を
自
己
宣
言
に

○�

１
月
29
・
30
日
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ

１
４
０
０
１
定
期
審
査
を

受
け
承
認
さ
れ
た
。

　

�　

平
成
26
年
１
月
24
日
に

有
効
期
限
が
切
れ
る
の

で
、
自
己
宣
言
に
移
行
す

る
。

評
価
を
受
け
た
。

ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
地
区
優
勝

○�

１
月
20
日
、
Ｏ
Ｈ
Ｋ
杯
香

川
県
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
新
人
大
会
で
優
勝
（
高

松
西
ブ
ロ
ッ
ク
）、
県
大

会
出
場
を
決
め
た
。

女
文
楽
、
初
の
海
外
公
演

○�

２
月
９
～
13
日
、
女
文
楽

が
初
の
海
外
公
演
を
フ
ィ

リ
ピ
ン
で
上
演
、
盛
況
の

う
ち
に
終
え
、
友
好
を
大

い
に
深
め
た
。

よくがんばったジュニアバレーボールクラブ

外国人観光客へのおもてなし研修

○�
納
言
様
雨
水
ポ
ン
プ
場
基

本
設
計
業
務
を
契
約

○
環
境
保
全
関
係

・�「
ご
み
の
な
い
き
れ
い
な

ま
ち
を
つ
く
る
条
例
案
」

に
つ
い
て
、
歩
き
な
が
ら

喫
煙
・
犬
の
飼
い
方
や
、

の
ら
猫
対
策
な
ど
多
く
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。

〔
ふ
れ
あ
い
診
療
所
〕

（
４
月
か
ら
１
月
末
ま
で
）

○
外
来
診
療
件
数

　

１
日
平
均�

73
・
１
人

○
入
院
患
者�

２
、５
４
８
人

○
時
間
外
救
急
患
者

�

５
２
８
人

○
病
床
稼
働
率�

43
・
８
％

山
本
医
師
が
再
赴
任

○�

平
成
25
年
度
の
医
師
体
制

は
藤
川
医
師
に
加
え
て
、

以
前
に
２
年
間
勤
務
さ
れ

た
山
本
遥
平
医
師
が
赴
任

す
る
。

〔
建
設
経
済
課
〕

○�

１
月
28
日　

お
も
て
な
し

研
修
が
商
工
会
館
で
開
催

さ
れ
た
。参
加
者
は
20
人
、

外
国
人
観
光
客
に
ど
う
接

す
る
か
熱
心
に
研
修
し
た
。

○�

外
新
田
団
地
、
未
入
居
の

１
戸
を
３
月
19
日
前
後
の

入
居
予
定
で
募
集
す
る
。

〔
住
民
福
祉
課
〕

○�

12
月
５
日　

歳
末
見
舞
金

を
配
布
。
対
象
者
63
名

◎
特
養
レ
フ
ァ
シ
ー
ド
直
島

○
１
月
末
現
在
入
所
者
数

�

49
人
（
町
民
、
42
人
）

○
町
民
入
所
待
機
者�

44
人

○
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用
者

１
月
延
利
用
者
数

�

１
５
３
人

○
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
月
間
延
べ

利
用
者
数�

３
７
５
人

〔
教
育
委
員
会
〕

女
文
楽
子
ど
も
座
ス
タ
ー
ト

○�

12
月
８
日
、
女
文
楽
子
ど

も
座
が
発
足
。

　

�　

学
校
外
活
動
に
移
行
し

て
６
人
が
参
加
、
初
め
て

の
練
習
を
行
っ
た
。

外
国
人
に
ガ
イ
ド
を

○�

12
月
16
日
、小
学
生
３
人
、

英
会
話
受
講
者
４
人
、
計

７
人
が
南
寺
ポ
ケ
ッ
ト

パ
ー
ク
で
外
国
人
に
英
語

で
ガ
イ
ド
を
行
い
、
高
い

常
任
委
員
会

が
ん
ば
れ
!!�

女
文
楽
子
ど
も
座

ご
み
の
な
い
き
れ
い
な
ま
ち
を

　２月７・８日　合同常任委員会を開催。各課からの報告を受
け、議論を交わしました。主なもののみ報告します。
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井下�良雄�委員長

安 全第一で
活
性
化
対
策
特
別
委
員
会

活性化委員会

あいさつされる工代部長

　

２
月
７
日
、
県
か
ら
工
代

環
境
森
林
部
長
他
に
出
席
を

求
め
委
員
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

は
じ
め
に
町
長
か
ら
、
豊

島
汚
染
土
壌
処
理
に
関
し

て
、
県
の
関
係
者
の
皆
さ
ん

が
大
変
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る

こ
と
へ
の
、
ね
ぎ
ら
い
の
こ

と
ば
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
工
代
部
長
か
ら
、

豊
島
汚
染
土
壌
処
理
事
業
の

現
況
説
明
と
、
直
島
が
受
け

入
れ
し
た
時
の
４
条
件
を
再

確
認
し
最
後
ま
で
安
全
第

一
・
環
境
保
全
第
一
で
取
り

組
む
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。
続
い
て
「
豊
島
廃
棄
物

汚
染
土
壌
処
理
に
つ
い
て
」

の
説
明
の
後
、
質
疑
に
入
り

ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
応
答
は
、

Q
　

汚
染
土
壌
の
受
け

入
れ
側
の
状
況
は
。

A
　

新
聞
に
載
っ
た

が
、
大
き
な
反
応
は

な
か
っ
た
。
地
元
町
議
会
も

反
対
で
は
な
い
が
「
も
っ
と

早
く
説
明
を
す
る
よ
う
に
」

と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

Q
　

運
搬
時
は
袋
詰
め

で
は
な
く
、
バ
ラ
な

の
は
な
ぜ
か
。

A
　

県
と
し
て
は
最

初
、
袋
詰
め
の
予
定

だ
っ
た
が
、
先
方
と
の
協
議

の
結
果
、
岸
壁
の
荷
役
能
力

や
効
率
面
で
バ
ラ
積
み
の
要

望
が
強
か
っ
た
。

　

飛
散
防
止
付
き
の
運
搬
船

を
手
配
し
、
万
全
を
期
し
て

運
搬
し
た
い
。

等
、
多
く
の
質
疑
が
あ
り
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
汚
染
土
壌
処
理

も
直
島
の
中
間
処
理
事
業
同

様
、
安
全
第
一
で
無
事
終
了

す
る
よ
う
県
に
要
望
し
ま
し

た
。

　
人
　
事

監
査
委
員
　
岡
田�

英
機
氏
の

�

再
任
に
同
意

岡田�英機�氏

　

任
期
満
了
に
伴
う
監
査
委
員
と
し
て
、
岡
田
英
機
氏
の

再
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
任
期
は
平
成
25
年
５
月
31
日
か
ら
平
成
29
年
５

月
30
日
ま
で

�

故 

作
田
　
宏
議
員

　 

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す
　

　

か
ね
て
病
気
療
養
中
の

と
こ
ろ
、
平
成
24
年
12
月

29
日
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

故
作
田　

宏
議
員
は
平

成
11
年
４
月
に
初
当
選
以

来
、
４
期
13
年
に
わ
た
り

議
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま

し
た
。

　

明
る
く
気
さ
く
な
お
人

柄
は
、
多
く
の
住
民
に
愛

さ
れ
ま
し
た
。



　

今
回
登
場
い
た
だ
き
ま
し
た
の
は
「
直

島
女
文
楽
子
ど
も
座
」
で
が
ん
ば
っ
り
ょ

る
、
堀
口
芽め

い

ち
ゃ

ん
、
堀
内
か
お
り

ち
ゃ
ん
、
津
郷
由ゆ

妃き

乃の

ち
ゃ
ん
、
斉

藤
虹な

な

海み

ち
ゃ
ん
、

宇
和
佐
芽め

い

ち
ゃ

ん
、
堀
口
雛ひ

な

ち
ゃ

ん
、
堀
内
洋ひ

ろ

之ゆ
き

く

ん
の
７
人
で
す
。

　

直
島
女
文
楽
代
表
の
成
田
さ
ん
と
皆
さ

ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Q　

成
田
さ
ん
、「
子
ど
も
座
」
の
み
ん

な
が
ん
ば
っ
て
ま
す
ね
。
発
足
し
た
い
き

さ
つ
は
。

成
田　

小
学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
で
始
め
た

の
が
き
っ
か
け
で
す
。
そ
の
後
、
学
校
外

活
動
の
「
子
ど
も
座
」
が
で
き
ま
し
た
。

Q　

練
習
日
と
時
間
は
決
ま
っ
て
い
ま
す

か
。

成
田　

月
１
回
、
第
２
土
曜
日
の
午
後
１

時
か
ら
３
時
ま
で
東
部
公
民
館
で
練
習
し

て
い
ま
す
。

Q　
「
子
ど
も
座
」
の
み
な
さ
ん
、
先

生
方
は
や
さ
し
く
教
え
て
く
れ
ま
す

か
。

虹
海　

と
て
も
や
さ
し
く
、
楽
し
く

練
習
し
て
い
ま
す
。

堀
口
芽　

分
か
ら
な
い
所
を
特
に
や

さ
し
く
教
え
て
く
れ
ま
す
。

か
お
り　

私
は
足
を
し
て
い
ま
す
が

「
も
う
少
し
前
に
出
し
て
」
と
や
さ

し
く
教
え
て
く
れ
ま
す
。

由
妃
乃　

分
か
ら
な
い
所
は
何
度
も

教
え
て
く
れ
ま
す
。

雛　

う
ま
く
で
き
な
い
所
は
き
び
し

く
教
え
て
く
れ
ま
す
。

洋
之　

手
が
つ
か
れ
た
ら
休
ま
せ
て

く
れ
た
り
、
や
さ
し
い
で
す
。

宇
和
佐
芽　

と
て
も
や
さ
し
く
分
か

り
や
す
く
教
え
て
く
れ
ま
す
。

Q　

人
形
を
使
っ
て
の
練
習
の
感
想
を
聞

か
せ
て
。

由
妃
乃　

慣
れ
な
い
こ
と
が
多
く
、
人
形

の
使
い
方
や
手
の
位
置
な
ど
、
覚
え
る
の

が
大
変
で
す
。

虹
海　

見
る
の
と
や
る
の
で
は
全
く
ち

が
っ
て
、
人
形
の
重
さ
や
つ
く
り
に
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。

堀
口
芽　

か
し
ら
を
最
後
ま
で
で
き
て
と

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

宇
和
佐
芽　

３
人
で
協
力
し
て
人
形
を
動

か
す
の
は
大
変
だ
け
ど
と
て
も
楽
し
い
で

す
。

か
お
り　

ち
ょ
っ
と
ず
つ
だ
け
ど
上
手
に

人
形
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

雛　

私
は
足
で
す
が
、
本
当
に
歩
け
て
い

な
い
み
た
い
な
の
で
、
歩
い
て
い
る
よ
う

に
動
か
し
た
い
で
す
。

洋
之　

子
ど
も
用
の
え
び
す
さ
ん
が
来

て
、
軽
く
て
楽
な
の
で
た
く
さ
ん
練
習
が

で
き
ま
す
。

Q　

こ
れ
か
ら
の
目
標
は
。

か
お
り　

中
学
生
に
な
っ
て
も
続
け
た

い
。
こ
れ
か
ら
も
っ
と
練
習
し
て
大
人
の

人
み
た
い
に
上
手
に
な
っ
て
、
芸
能
大
会

に
出
た
い
で
す
。

宇
和
佐
芽　

こ
れ
か
ら
も
今
よ
り
上
手
に

な
っ
て
、
先
生
方
よ
り
も
っ
と
す
ご
い
女

文
楽
を
や
り
た
い
で
す
。

堀
口
芽　

も
し
来
年
も
「
子
ど
も
座
」
が

あ
る
な
ら
、
下
の
学
年
に
教
え
て
あ
げ
れ

る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

虹
海　

人
形
を
持
つ
左
手
を
き
た
え
て
３

人
が
楽
に
人
形
を
使
え
る
よ
う
に
。
そ
し

て
先
生
方
の
よ
う
に
上
手
に
な
り
た
い
で

す
。

由
妃
乃　

ま
ず
は
人
形
を
上
手
に
使
え
る

よ
う
に
、
そ
し
て
女
文
楽
を
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

洋
之　

え
び
す
舞
を
完
ぺ
き
に
覚
え
て
上

手
に
な
り
た
い
で
す
。

雛　

足
の
向
き
を
し
っ
か
り
し
て
、
人
形

が
歩
い
て
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

Q　

最
後
に
成
田
さ
ん
、
み
な
さ
ん
に�

一
言
。

成
田　

重
た
い
人
形
を
上
手
に
動
か
せ
る

よ
う
に
な
っ
た
ね
。
全
員
で
力
を
合
わ
せ

て
「
え
び
す
舞
」
を
仕
上
げ
て
皆
さ
ん
に

見
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
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えびすさんと「はい　チーズ！」

高ゲタをはいて、キンチョー

上
手
に
な
っ
て

　
芸
能
大
会
に
出
た
い
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芸術祭を
みんなで盛り上げよう

川越裕子�さん

U・Ⅰターン者に聞く

第14回

　
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
、
直

島
町
観
光
協
会
で
す
」

　

明
る
い
元
気
な
声
で
電
話
を
取

る
の
は
、
海
の
駅
内
の
観
光
協
会

で
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
、
川
越

裕
子
さ
ん
で
す
。
海
の
駅
で
お
話

を
聞
き
ま
し
た
。

Ｑ　
川
越
さ
ん
、
お
仕
事
中
す
み

ま
せ
ん
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
さ
っ
そ
く
で
す
が
、
い
つ

直
島
に
帰
っ
て
来
ら
れ
ま
し
た
か
。

Ａ　
４
年
前
で
す
。

Ｑ　
Ｕ
タ
ー
ン
の
動
機
は
何
で
す

か
。

Ａ　
の
ん
び
り
暮
ら
し
た
か
っ
た

か
ら
で
す
。

Ｑ　
Ｕ
タ
ー
ン
さ
れ
て
の
感
想
を

お
聞
か
せ
下
さ
い
。

Ａ　
カ
フ
ェ
や
民
宿
も
た
く
さ
ん

で
き
て
い
て
、
島
全
体
が
元
気
に

な
っ
た
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

Ｑ　
観
光
協
会
で
は
ど
ん
な
お
仕

事
を
さ
れ
て
ま
す
か
。

Ａ　
窓
口
や
電
話
で
案
内
を
し
た

り
、
事
務
を
し
た
り
色
ん
な
こ
と

を
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　
今
ま
で
、
観
光
客
に
接
し
て

困
っ
た
こ
と
と
か
、
思
い
出
に
残

る
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
か
。

Ａ　
外
国
の
お
客
様
か
ら
地
図
を

見
せ
ら
れ
て
、「
今
こ
こ
で
す
よ

ね
？
」
と
聞
か
れ
た
場
所
が
、
屋

久
島
の
宮
浦
港
だ
っ
た
こ
と
。（
笑
）

Ｑ　
趣
味
は
何
で
す
か
。
仕
事
以

外
の
時
間
は
何
を
さ
れ
て
い
ま
す

か
。

Ａ　
趣
味
は
フ
ッ
ト
サ
ル
で
す
。

旅
行
や
バ
イ
ク
で
出
掛
け
る
の
も

大
好
き
で
す
。
あ
と
は
、
の
ん
び

り
本
を
読
ん
だ
り
、
散
歩
を
し
た

り
し
て
過
ご
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　
最
後
に
何
か
一
言
。

Ａ　
大
好
き
な
フ
ッ
ト
サ
ル
で
は

全
国
大
会
目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て

い
る
の
で
、
み
な
さ
ん
応
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

そ
れ
と
、
今
年
は
瀬
戸
内
国
際

芸
術
祭
で
、
も
っ
と
も
っ
と
忙
し

く
な
り
そ
う
で
す
が
、
み
ん
な
で

協
力
し
て
盛
り
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　
川
越
さ
ん
、
大
変
お
忙
し
い
と

こ
ろ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
直
島
の
顔
と
し

て
、
か
わ
い
い
笑
顔
で
が
ん
ば
っ

て
下
さ
い
。

　
ヨ
ロ
シ
ク
!

結構忙しいんですよ

　

平
成
25
年
度
当
初
予
算
も
多
く
の
事

業
が
計
上
さ
れ
た
。

　

超
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
基
盤
整
備

事
業
・
中
学
校
３
年
生
ま
で
の
医
療
費

助
成
延
長
・
瀬
戸
芸
期
間
中
な
の
で
盛

大
に
実
施
す
る
「
直
島
の
火
ま
つ
り
」

な
ど
。

　

少
～
し
お
年
を
召
さ
れ
た
人
な
ら

ち
ょ
っ
と
寂
し
い
気
持
ち
に
な
る
と
思

う
が
、
入
学
式
・
卒
業
式
・
学
芸
会
な

ど
で
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
現

在
の
東
部
公
民
館
等
が
解
体
さ
れ
る
こ

と
だ
。

　

耐
震
問
題
な
ど
で
維
持
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
、（
仮
称
）
町
民
会
館
と

し
て
２
年
後
に
生
ま
れ
変
わ
る
。「
環
境

の
ま
ち
直
島
」
に
ふ
さ
わ
し
く
素
晴
ら

し
い
施
設
が
建
設
さ
れ
る
予
定
。

　

解
体
さ
れ
る
公
民
館
同
様
に
町
民
み

ん
な
が
愛
し
、
大
い
に
利
用
し
歴
史
を

つ
く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。�（
丸
山
記
）

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　
　
　
議
　
　
長
　　

蓬　
　

清
二

　
　
　
委
員
長
　　

丸
山　

義
朗

　
　
　
委
　
　
員
　　

議
員
全
員

編
集
後
記

　

直
島
町
議
会
広
報
委
員
会
で
は
議
会
だ
よ
り

の
表
紙
用
の
写
真
「
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
子
ど

も
た
ち
を
題
材
と
し
た
写
真
」
を
広
く
町
民
か

ら
募
集
し
ま
す
。
採
用
分
に
は
、
記
念
品
を
お

贈
り
し
ま
す
。

　

な
お
、
詳
細
は
議
会
事
務
局
（
☎
８
９
２
︱

２
２
９
７
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

表
紙
用
の
写
真
募
集（
議
会
だ
よ
り
用
）

ど
ん
ど
ん
応
募
し
て

　
　
　
　
　
く
だ
さ
い
！


